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システム移行における課題

金融規制緩和、商品の多様化など、近年の

著しい環境変化を受けて、システムの更新を

検討するケースが増えている。しかし、経営

統合のケースにみられるように、システム移

行による障害が起きると、一般投資家を含め

多大な影響を受けるため、このリスクを懸念

して新システムへの移行を躊躇するケースも

少なくない。

システム移行のリスクは、現行システムで

管理しているデータを新システムへ移行する

際のデータ移行方式に潜んでいる。リスクを

回避してデータ移行を適切に行うためには、

以下に述べる 4つのポイントが重要になる。

安全なシステム移行のポイント

第一は、移行対象とすべきデータの選定で

ある。移行対象のデータを明確に定義するこ

と、およびデータ選定の妥当性を確認する手

段が必要である。第二は、現行システムと新

システム間の連続性を保つことである。選定

されたデータの中から、現行システムと新シ

ステムの処理タイミングなどを考慮して、適

切な基準のデータを移行する必要がある。第

三は、移行対象となったデータを新システム

へ適切な形式で移行することである。移行対

象として選定されたデータの各項目の値を、

新システムの定義に合わせて変換する。新シ

ステムで保証されない想定外の項目値の混入

は避けなければならないので、データ移行時

の項目値チェックが必要である。第四は、新

システムへの移行結果のデータ間整合性を保

つことである。証券業務で必要とするデータ

は、投資家の顧客属性、金銭残高、証券残高、

建玉、会計残高等々と多岐にわたる。これら

データ間の整合性を保つための相互チェック

機能が必要である。

以上の要点を押さえつつ、限られた時間内

にデータ移行作業と移行結果の妥当性確認を

実施するためには、移行作業のプロセスを定

型化することが有効である。

移行作業プロセスの定型化で妥当性確保

STAR-Ⅳシステムは、業務目的別に分割さ

れたサーバー群で構成する総合証券バックオ

フィスシステムであり、保守効率を向上させ

ることにより、システムの開発、運用、管理に

関わるコスト削減を実現している。現在、証

券会社、信託銀行など40社で利用されている。

失敗しないシステム移行とは
―STAR-Ⅳシステムにおける移行事例―

証券業界では、制度変更や商品の増加などの環境変化から、従来のシステムを新しいもの

に切り換える動きが強まっている。しかしそこには障害発生のリスクもあるため、なかなか

移行に踏み切れないケースもみられる。本稿では、野村総合研究所（NRI）の共同利用型ASP

サービス「STAR-Ⅳ」システムを例に、失敗しないシステム移行の方法について考察する。
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STAR-Ⅳシステムでは以下のようにデー

タ移行作業のプロセスを定型化することによ

り、データ移行の妥当性を保証し、移行によ

るリスクを回避している。またプロセスは厳

密にスケジューリングされており、限られた

時間内での移行作業を保証する。

①移行対象データの標準化プロセス

STAR-Ⅳシステムで必要とされるデータ

は、約30種類の標準テーブルとしてあらかじ

め定義されている。現行システムからのデー

タは、STAR-Ⅳシステムへ取り込み可能な

標準テーブルへ項目値変換される。現行シス

テムからの移行対象データをこの標準テーブ

ルに対比させることにより、第一のポイント

である移行対象データの選定を保証する。移

行対象データを標準テーブルへ項目値変換す

る仕様は、現行システム仕様の正確な理解が

必要であるが、これは後述する移行結果の検

証プロセスにおいて保証されるものである。

②データ移行プロセス

標準テーブルに変換された移行対象データ

は、STAR-Ⅳシステムの各業務目的別サー

バーへ移行される。標準テーブルを取り込む

際には、本番処理相当の入力チェックを実施

しており、この段階で第三のポイントである

項目値変換の妥当性チェックが可能である。

また、標準テーブルを移行したひとつのサー

バーから、その後続となる複数のサーバーへ

データ連携を行うことにより、第四のポイン

トであるサーバー間整合性を保証する。この

データ連携も、STAR-Ⅳシステムの本番機

能と同等の機能によって保証される。また、

本番機能と同等の整合性チェック処理を実施

することにより、移行結果のサーバー間整合

性を確認する機能も有している。

③移行結果の検証プロセス

一般に、移行結果の妥当性を検証するため

に用いる比較検証物件には、現行システムで

作成された法定帳票を用いる。検証方法は、

合計値検証と明細検証に大別される。

合計値検証とは、移行対象データとして過

不足がないことを保証する検証である。預か

り証券の株数の合計値、約定データの受渡金

額の合計値などを、比較検証物件となる預か

り明細表、取引日記帳などと比較検証する。

これにより、第二のポイントである移行対象

データの連続性が保証される。合計値検証は

標準テーブル作成の段階（移行作業の初期段

階）で実施可能なものであり、移行データの

過不足を早期に発見することができる。一方、

明細検証は、STAR-Ⅳシステムへ取り込ま

れたデータの最終結果を確認するための検証

であり、第三のポイントである項目値変換の

妥当性を保証するものである。

このようなデータ移行作業プロセスの定型

化により、リスクの極小化が可能となる。また、

新システムでの業務訓練サポートの実施によ

り、データ移行、業務移行の両面から総合的

なシステム移行が実現可能となっている。■
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